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知っておきたい季節の花⑤{マンテマ】 学名 Silenegallica var. qui問 uevulnera(ナテsシコ科)

おもしろい名前ですが日本に渡来したときに、「マンテンマン」と呼ばれていたものが略されてマンテマになっ
たといわれています。この草は、高さ20~30cmの 1~2 年草で、 ヨ一口ツ)'(が原産。 園芸種として天保から弘
化年間 ( 1830~1847 ) に日本に入ったとされています。 今では本州中部以南に広がっており、大別|地方でも河
原、道端、堤防などに群れて咲いています。このような赤と白の配色の花は、野生には非常に少なく、手にとっ
てよく見るとなかなか楽しい仕組みを持った花です。このごろ若宮の堤防でマンテマによく似た、花が白から
淡いピンクのシロパナマンテマを見かけるようになりました。散歩のときなどちょっと気を付けて見てくださ
い。 (写真 ・解説大洲市立博物館)

今月号のみどころ

0本年10月から
ごみの出し方が変わります， ...・H ・.p2 

0食中毒にご用心……...・ H ・..…...・ H ・.p3 
0第266回臨時市議会…...・ H ・.....・ H ・..p3 

0市県民税の一部が改正されました…P5 
0国保加入の皆さん

人間ドックをどうぞ...・H ・H ・H ・..… P5 

0児童手当の現況届は 6月中に………P6 

今月の納税は I I 市民の動き

平成10年4月30日現在

人口 39，313人 ( + 177) 

市県民税 1期 II 男 18，743人 (+101) 

女 20，570人 (+ 76) 

世帯数 14，197世帯 (+121) 

納期は 6月30日です J 1面積 240.99間メートル



6月号広報ああず '98

本年10月か5

今
ご
み
問
題
を
考
え
る
と
き
、
ご
み
の
排
出
量
の
削
減
と
適
正

芯
分
別
が
最
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

ご
み
の
排
出
量
の
削
減
は
、
処
理
費
用
の
減
少
だ
け
で
な
く
、

最
終
処
分
場
の
延
命
化
や
処
理
施
設
の
損
耗
を
減
少
さ
せ
、
適
正

な
分
別
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
量
の
増
加
と
処
理
工
程
の
低
減
に
つ
な

が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
相
乗
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
4
月
に
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
施
行
さ
れ
、

缶
類
、
ビ
ン
類
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の
分
別
収
集
と
再
商
品
化

(
リ
サ
イ
ク
ル
)
が
義
務
付
け
5
れ
、
平
成
問
年
度
ま
で
に
順
次
整

備
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

廃
棄
物
減
量
等
推
進

協

議

会

を

設

置

企廃棄物減量等推進協議会

協
議
会
は
、
各
種
団
体
の
長
、
商

工
業
関
係
者
、
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
、

学
校
長
、
環
境
問
題
に
識
見
の
あ
る

人
、
市
議
会
議
員
等
二
十
五
名
で
構

成
し
て
い
ま
す
。

協
議
会
に
お
い
て
検
討
を
行
い
、

次
の
方
法
で
今
後
の
ご
み
処
理
を
行

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
ご
み
処
理

リ
サ
イ
ク
ル
を
よ
り
推
進
す
る
こ

と
と
、
分
別
排
出
に
対
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
、

現
在
の
四
種
分
別
(
燃
え
る
ご
み
、

缶
と
金
物
類
、
ピ
ン
と
そ
の
他
、
廃

乾
電
池
)
を
必
要
最
小
限
の
六
種
分

別
(
燃
え
る
ご
み
、
燃
え
な
い
ご
み
、

缶
と
ピ
ン
、
廃
乾
電
池
、
古
紙
・
古

布
類
・
紙
パ

ッ
ク
、
ベ
ッ
ト
ボ
ト
ル

と
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
容
器
)
に
拡
大
し
、

収
集
後
の
分
別
作
業
に
よ
り
、
容
器

包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
定
め
ら
れ
た

リ
サ
イ
ク
ル
品
目
全
て
を
処
理
す
る

こ
と
と
し
ま
す
。

ま
た
排
出
方
法
は
、
収
集
作
業
に

お
け
る
危
険
防
止
と
分
別
の
徹
底
を

図
る
た
め
、
透
明
・
半
透
明
の
指
定

袋
制
を
導
入
し
、
ご
み
の
減
量
と
負

担
の
公
平
化
を
進
め
る
た
め
指
定
袋

を
有
料
と
し
ま
す
。

平
成
十
年
十
月
か
ら
翌
年
三
月
ま

で
の
六
ヶ
月
間
を
試
行
期
間
と
し
、

平
成
十
一
年
四
月
か
ら
完
全
実
施
の

計
画
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
現
在
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
る
モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て
は
、

今
年
の
九
月
ま
で
継
続
し
ま
す
。

みザ
」

モデル地区の分別

( 6種分別)

の分別計画

] [ 10月以降の分別

( 6種分別)

今後

1 [一現在の分別

( 4種分別)

る

|②燃えない ごみ|

み| 也盟主
， 

守

、ーるごみ|包金三る包盟主

②燃えないごみ(金物類)

資源ごみ (缶 )

2 

今
後
、
各
地
区
説
明
会
や
広
報
等

に
よ
り
実
施
に
向
け
て
周
知
を
図
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

「 |① 資源ごみ (缶 )1
①燃えないごみ(その他)r I③ 資源ごみ(缶・ビン)I 

資源ごみ(ビン)ト_3 y④ 資源ごみ(ビン)1

① 資源ごみ
(古紙・古布類)

|④ 有害ごみ(廃乾電池)I 1④ 有害ごみ(廃乾電池)1I⑤ 有害ごみ(廃乾電池)

(百〕資源ごみ(ぺツトボ
甲 卜ル・プラスチック容器)

⑤ 資源ごみ
(古紙・古布類・紙パック)※資源ごみとは、再び

資源をして再利用で

きるごみのことです。
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食
中
毒
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
食
鼎
毒
と
言
う
と
、
レ
ス

ト
ラ
ン
や
旅
館
な
ど
の
飲
食
庖
で
の
食
事
ガ
原
因
と
思
わ
れ
ガ
ち
で

す
が
、
毎
日
食
べ
て
い
る
家
庭
の
食
事
で
も
発
生
し
て
い
ま
す
し
、

発
生
す
る
危
険
性
ガ
た
く
さ
ん
潜
ん
で
い
ま
す
。

平
成
七
年
に
は
、
学
校
給
食
等
ガ
原
因
で
、
過
去
に
例
を
見
な
い

規
模
の
集
団
食
中
毒
ガ
発
生
し
、
ま
た
昨
年
も
、
家
庭
ガ
原
因
と
疑
わ

れ
る
散
発
的
な
発
生
ガ
続
き
、
死
亡
し
た
例
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
家
庭
の
食
中
毒
を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

6月号

O
肉

・
魚

・
野
菜
な
ど
の
生
鮮
食
品

は
新
鮮
な
も
の
を
購
入
し
ま
し
ょ

、っ。

O
表
示
の
あ
る
食
品
は
、
消
費
期
限

な
ど
を
確
認
し
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

O
購
入
し
た
食
品
は
肉
汁
や
魚
の
水

分
が
漏
れ
な
い
よ
う
に
ビ
ニ

ー
ル

袋
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
分
け
て
包
み
、

持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

O
温
度
管
理
の
必
要
な
食
品
の
購
入

は
、
買
い
物
の
最
後
に
し
、
購
入

し
た
ら
寄
り
道
せ
ず
、
す
ぐ
に
持

ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
2

家
庭
で
の
保
存

O
冷
蔵
庫
は
印
度
以
下
、
冷
凍
庫
は

マ
イ
ナ
ス
日
度
以
下
に
維
持
し
、

詰
め
過
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

目
安
は
七
割
程
度
で
す
。

O
肉
・
魚
・
卵
な
ど
を
扱
う
と
き
は
、

取
り
扱
う
前
と
後
に
必
ず
手
を
洗

い
ま
し
ょ
う。

O
肉
や
魚
な
ど
は
ビ
ニ

ー
ル
袋
や
容

器
に
入
れ
、
冷
蔵
庫
の
中
の
他
の

食
品
に
肉
汁
な
ど
が
か
か
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

局

4ら

台
所
を
見
渡
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ご
み
は
捨
て
て
あ
り
ま
す
か
7

-
タ
オ
ル
や
ふ
き
ん
は
清
潔
な
も
の
、

ま
た
、
せ

っ
け
ん
を
用
意
し
て
い

ま
す
か
?

・
調
理
台
の
上
は
片
付
け
て
広
く
使

え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
?

O
井
戸
水
を
使
用
し
て
い
る
家
庭
は
、

水
質
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

O

ラ
ッ
プ
し
で
あ
る
野
菜
や
カ

ッ
ト

の
野
菜
も
よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

O
包
丁

・
食
器
・
ま
な
板

・
ふ
き
ん
・

た
わ
し
・
ス
ポ
ン
ジ
な
ど
は
、
使
っ

た
後
、
す
ぐ
に
洗
剤
と
流
水
で
よ

く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

O
包
丁
や
ま
な
板
は
、
肉
用
、
魚
用
、

野
菜
用
と
別
々
に
そ
ろ
え
て
使
い

分
け
る
と
安
全
で
す
。

O
料
理
に
使
う
分
だ
け
解
凍
し
、
解

凍
が
終
わ
っ
た
ら
す
ぐ
に
調
理
し

ま
し
ょ
う
。
冷
凍
や
解
凍
を
繰
り

返
す
の
は
危
険
で
す
。

O
加
熱
し
て
調
理
す
る
食
品
は
、
十

分
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。
中
心
部
の

温
度
が
九
度
で
一
分
間
以
上
の
加

熱
が
目
安
で
す
。

事

ポ
イ
ン
ト
4

食

O
食
卓
に
つ
く
前
に
必
ず
手
を
洗
い

ま
し
ょ
、
っ
。

O
清
潔
な
手
で
、
清
潔
な
器
具
を
使

い
、
清
潔
な
食
器
に
盛
り
付
け
ま

し
ょ
、
っ
。

O
温
か
く
食
べ
る
料
理
は
、
常
に
温

か
く
、
冷
た
く
し
て
食
べ
る
料
理

は
、
常
に
冷
た
く
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
目
安
は
、
温
か
い
料
理
が
印

度
以
上
、
冷
や
し
て
食
べ
る
料
理

は
叩
度
以
下
で
す
。

O
調
理
前
の
食
品
や
調
理
後
の
食
品

は
、
室
温
に
長
く
放
置
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、

0
1
5
7

は
室
温
で
も
十
五
分
か
ら
二
十
分

で
二
倍
に
増
え
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
5

残
っ
た
食
晶

O
残
っ
た
食
品
を
温
め
直
す
と
き
も

十
分
に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

O
ち
ょ
っ
と
で
も
怪
し
い
と
思
っ
た

ら
、
食
べ
ず
に
捨
て
ま
し
ょ
う
。

0
時
聞
が
経
ち
過
ぎ
た
ら
、
思
い
切
っ

て
捨
て
ま
し
ょ
う
。

O
残
っ
た
食
品
を
扱
う
前
に
も
手
を

洗
い
ま
し
ょ
う
。
残
っ
た
食
品
は、

き
れ
い
な
器
具
、
皿
な
ど
を
使
っ

て
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

※
以
上
の
よ
う
な
、
簡
単
で
基
本
的

な
予
防
方
法
を
き
ち
ん
と
守
れ
ば
、

食
中
毒
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

家
庭
で
の
食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ

う
。

〈

保
健
セ
ン
タ
ー
〉

第
二
六
六
回

臨

時

市

議

四
月
二
十
四
日
、
大
洲
市
議
会
臨

時
会
が
聞
か
れ
、
次
の
二
議
案
が
審

議
の
上
、
同
意

・
承
認
さ
れ
ま
し
た
o

v
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

中
野
賓
委
員
が
、
平
成
十
年
四
月

六
日
死
去
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
後
任

委
員
の
選
任
に
つ
き
、

議
会
の
同
意

を
求
め
た
も
の
で
す
。
新
し
い
委
員

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

氏

名

城

戸

正

紀

住

所

大

洲

市

大

洲

一
0
0
0

番
地

一

生
年
月
日
昭
和
十
二
年
二
月
十

一

日

V
専
決
処
分
し
た
事
件
の
報
告
並
び

に
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

A
G
E
 

3 



六
月
一
目

i
七
固
ま
で
の
一
週
間

は
「
水
道
週
間
」
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
改
め
て
わ
た
し
た

ち
の
暮
ら
し
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
水
の
大
切
さ
を
見
直
し
ま
し
ょ

、っ
。

、
水
道
週
間
期
間
中
は
、

m
d
未
満

の
受
水
槽
の
立
ち
入
り
調
査
や
、
蛇

口
の
パ

ツ
キ
ン
の
無
料
取
替
え
な
ど

を
行
い
ま
す
。

水
道
で
今
日
も
安
心
水
あ
る
く
ら
し

水
道
の
新
設
や

改
造
な
ど
の
工
事
は

市
の
指
定
工
事
業
者
へ

み
な
さ
ん
の
家
庭
に
供
給
し
て
い

る
水
道
は
、
安
全
な
水
を
供
給
す
る

た
め
法
律
に
よ

っ
て
厳
し
く
管
理
さ

れ
て
い
ま
す
。
各
家
庭
で
、
水
道
の

新
設

・
改
造
・
修
理
・
撤
去
な
ど
の

工
事
を
行
う
と
き
は
、
必
ず
市
の
指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
(
指
定
工

事
業
者
)
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

指
定
工
事
業
者
以
外
の
業
者
が
工

事
を
行

っ
た
場
合
は
、
工
事
が
適
正

な
も
の
か
ど
う
か
、
確
認
で
き
る
ま

で
は
給
水
を
停
止
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
家
庭
で
安
心
し
て

水
道
水
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
工
事
の
工
法

・
使
用
材
料
な
ど

に
細
か
い
基
準
が
設
け
て
あ
る
か
ら

で
す
。

な
お
、
指
定
工
事
業
者
に
つ
い
て

は
、
市
内
外
に
か
か
わ
ら
ず
随
時
登

録
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

水
道
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

iv 

メ
ー
タ
の
検
針
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

水
道
メ
l
タ
は
、
皆
さ
ん
が
使
用

さ
れ
た
水
の
量
を
正
確
に
記
録
し
、

水
道
料
金
を
計
算
す
る
上
で
大
切
な

働
き
を
し
て
い
ま
す
。
い
つ
も
正
し

い
検
針
が
で
き
る
よ
う
に
、
メ
ー
タ

ボ
ッ
ク
ス
の
中
は
き
れ
い
に
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
メ
ー
タ
ボ
ツ

大洲市指定給水装置工事事業者一覧表

業 者 名 所在地 電話

惰 )アサノ設備 北只 24-0783 

淳山水道工事庖 田口 24-2583 

情)いの水道設備 田 口 24-2216 

伊予屋住 設 大 59¥[¥[ 24-2541 

情)内田電気水道設備 徳森 25-2858 

大塚鉄工所 新谷 25-0300 

岡福水道工事 居 田口 24-3656 

情)オクタ設 備 相木 24-3674 

情) 神 田 鉄 工 所 東大別| 24-4122 

神 南 吾百凡又 備 菅田 25-4684 

城戸電業社 徳森 25-2944 

久保鉄工所 八多喜 26-0537 

佐藤水道庖 中村 24-4410 

上 甲 ‘建設( 株 ) 菅田 24-5914 
〉Jg屯'" 田 商 巴 新谷 25-0901 

(掛 土 居鉄工所 東大洲 24-4519 

徳 木フ忙木 5量 備 徳森 25-4023 

(有)南予水道住設 東大洲 25-1350 

西田水道屈 八多喜 26-0265 

情)星加水道 設備 八多喜 26-0020 

情)丸電土業 著宮 24-5351 

情) 一 原設備 大別 | 24-3783 

大洲市管工事協同組合 大洲 23-3398 

ク
ス
の
上
に
物
を
置
い
た
り
、
車
を

駐
車
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

水
道
メ
1
タ
は
、
計
量
法
に
基
づ

き
、
有
効
期
間

(八
年
)
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
有
効
期
限
が
来
る
も

の
に
つ
い
て
は
、

メ
ー
タ
を
取
り
替

え
ま
す
の
で
、
水
道
業
者
が
出
向
い

た
際
に
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。漏

水
を
見
つ
け
た
ら

水
道
課
で
は
、
安
全
で
お
い
し
い

水
を
安
定
し
て
供
給
す
る
た
め
、
配

管
施
設
の
整
備
な
ど
を
行
い、

点
検

に
も
努
め
て
い
ま
す
が
、
定
期
的
な

漏
水
調
査
だ
け
で
は
、
漏
水
箇
所
の

発
見
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

漏
水
が
あ
る
と
、
水
圧
の
低
下
に

よ
り
水
の
出
が
悪
く
な

っ
た
り
、
断

水
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
公
道
や
メ
ー

タ
ボ

ッ
ク
ス
の
中
で
漏
水
を
発
見
し

た
ら
、
水
道
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

な
お
、
私
道
内
や
宅
地
内
の
給
水

管
に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
に
管
理
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す

の
で
、
漏
水
を
放
置
し
て
お
く
と
多

額
の
水
道
料
金
を
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
速
や
か
に

指
定
工
事
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

※
水
道
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

水
道
課
ま
で

0

2
@
2
1
1
1
(
内
線
6
0
1
)

宮

@
3
7
5
3
(
直
通
)

8 
普通乗用車を洗車する場合、バケツ洗
いなら約 5杯ですみます。流しつ放し
のホース洗いでは、約30杯分の水ガ必
要で事。

.家庭でできる節水の工夫 .

叫「電~き![J~一一
入浴時に、シャワーを出しつ放しにした
り浴棒から湯をあふれさせたりは禁物。
残り湯も、洗濯・婦除・まき水などに再
利用を。

蛇口はこまめに開閉を。流しコ放しは
1分間に 6sものムダになります。水
の勢いは鉛筆の太さを目安に。
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6月号広報おおず '98

特別減税額(次の金額の合計額)

本 人 8，000円

控除 対象配偶者 4，000円

扶養親族(1人につき) 4，000円

表 1

6月は、 市民税 ・県民税を納めていただく月です。本

年度も昨年に引き続き地方税の一部が改正され、 市民税-

県民税についても下記のように改正されました。

※平成10年度分市県民税所得割が限度

均等割・所得割の非課税限度額の引き上げ表 2

{
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
}

一

定
額
に
よ
る
特
別
減
税

一
年
限
り
の
措
置
と
し
て
平
成
十

年
度
分
の
個
人
市
県
民
税
所
得
割
額

か
ら
特
別
減
税
の
額
(表
1
)を
控
除

し
ま
す
。
特
別
徴
収
に
係
る
特
別
減

税
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
年
六
月
分

を
徴
収
せ
ず
、
特
別
減
税
額
を
控
除

し
た
後
の
年
税
額
を
同
年
七
月
か
ら

翌
年
五
月
ま
で
の
十

一
ヶ
月
間
で
徴

収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

普
通
徴
収
に
係
る
特
別
減
税
に
つ
い

て
は
、
平
成
十
年
六
月
分
(
第

一
期
)

に
お
い
て
特
別
減
税
額
を
控
除
す
る

こ
と
に
な
り
、
第

一
期
で
控
除
で
き

な
い
方
の
場
合
は
第
二
期
以
降
に
お

い
て
順
次
控
除
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

ニ

均

等

割

・
所
得
割
の
非
課
税
限

度
額
の
引
き
上
げ

低
所
得
者
の
税
負
担
に
配
慮
す
る

た
め
、
均
等
割
・
所
得
割
の
非
課
税

限
度
額
が
表
2
の
と
お
り
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

三

長
期
所
有
土
地
等
の
譲
渡
に
係

4
J
 

下き=
3
 

の率税るす
占
ぜ
A
F

-」
国
守所渡譲期長

)斗刷

3

正

表

ぽ

改正前 改正後

均等割
27.2万円×家族数 28万円×家族数
+加算額14.4万円 十加算額14.4万円

事34万円×家族数 35万円×家族数

+加算額30万円 +加算額30万円

※加算額は、扶養家族を有する場合にのみ加算

る
特
例
の
見
直
し

平
成
十
年

一
月
一
日
か
ら
平
成
十

二
年
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
の
聞
に

長
期
所
有
の
土
地
等
を
譲
渡
し
た
場

合
の
譲
渡
所
得
に

つ
い
て
は
表
3
の

と
お
り
課
税
す
る
特
例
措
置
が
講
ぜ

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

四
短
期
所
有
土
地
等
に
係
る
特
例

の
見
直
し

ω
平
成
十
年

一
月

一
日
か
ら
平
成

十
二
年
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
の
聞

の
短
期
所
有
土
地
の
譲
渡
等
に

つ
い

て
は
、
土
地
の
譲
渡
等
に
係
る
事
業

所
得
等
の
課
税
の
特
例
は
、
適
用
し

な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ω
平
成
九
年
十
二
月
三
十

一
日
ま

で
の
譲
渡
を
も

っ
て
超
短
期
所
有
土

地
の
譲
渡
等
に
係
る
事
業
所
得
等
の

課
税
の
特
例
は
、
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
特
別
減
税
の
追
加
等
が
決

定
さ
れ
た
場
合
は
、
お
知
ら
せ
の
一

部
が
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
市
民
税
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

@
2
1
1
1
(
内
線
1
2
8
)

長よきと 市民税 県民税

4以，0下00の方部向分 100分 100分
の4.0 の2.0

4以B，，O0下0000の万万i円円超 100分 100分

部分 の5.5 の2.0

超8，0の00部万分円 100分 100分
の6.0 の3.0

ι 
主主尽と 市民税 県民税

6以，0下00の万部円分 100分 100分
の4.0 の2.0

超6，0の00部万分円 100分 100分
の5.5 I 0)2.0 

(改正後)

国
保
加

入会
問ど

ピ喜
タん
を
ど
っ
そ‘

大
洲
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
が
人
間
ド
ッ
ク
を

受
診
す
る
と
き
の
費
用
の

一
部
を
助

成
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
疾
病
の
未
然

防
止
及
び
早
期
発
見
に
よ
る
重
症
化

を
防
ぐ
た
め
で
す
。
「
自
分
の
健
康

は
自
分
で
守
る
」
た
め
に
ぜ
ひ
人
間

ド
ッ
ク
を
受
診
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

な
お
、
受
診
結
果
を
今
後
の
健
康

指
導
の
資
料
と
す
る
た
め
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
提
供
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
了
解
の
う
え
、
お
申
し
込

み
ぐ
だ
さ
い
。

{
受
診
で
き
る
人
}

V
大
洲
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
V
平
成
十
年
四
月

一
日
現
在
で
、
満

三
十
五
歳
以
上
七
十
歳
未
満
の
人

(
た
だ
し
、
す
で
に
老
人
医
療
受

給
権
者
に
な
っ
て
い
る
人
は
除
く
)

V
前
年
度
中
に
病
院
な
ど
で
入
院
治

(}IIi!不向)

医療機関名 実施曜日 婦人科検診

市立大洲病院
月~金 当院内

宮 24-2151
喜多医師会病院

月~金 院外
ft25-0535 

大洲中央病院 月、木
当院内

宮 24-4551 ~日
加 戸 病院

月~金 院外
ft24-5101 

大洲記念病院
月~金 院外

宮 25-2022

〔受診できる医療機関〕

療
を
受
け
て
な
い
人

V
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い

る
世
帯
の
人

{
定
員
}
百
五
十
人
程
度

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、
抽
選
結
果
は
、
七
月
上
旬

に
郵
便
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

{
受
診
期
間
}

平
成
十
年
七
月
六
日
か
ら
平
成
十

一
年
二
月
二
十
八
日
ま
で

{
申
込
受
付
期
間
}

平
成
十
年
六
月
三
日
j

二
十
六
日

{
持
参
品
}
保
険
証
、
印
鑑

【
場
所
}
保
険
環
境
課
国
保
係

宮
(旬

2
1
1
1
(内
線
1
6
5
)

※
受
診
が
決
定
す
る
と
、
市
役
所

か
ら
「
受
診
券
」
を
交
付
し
ま

す
。
受
診
日
時
は
、
直
接
医
療

機
関
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

*祝日は受診できません。

性別 受診費用
国保負担額 受診者負担l

( 8割) 額(2割)

男性 46，000円 36，800円 9，200円

女性 49，000円 39，200円 9，800円

用〕費
:A 
=π， 
ロ7〔受
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6月号広報ああず '98

児童手当の現況届は

F 6月中に手続きを

銃
砲
万
剣
類
登
録
の
お
知
ら
せ

銃
砲
万
剣
類
の
登
録
鑑
定
を
次
の

と
お
り
実
施
し
て
い
ま
す
。
対
象
と

な
る
銃
砲
万
剣
類
を
発
見
し
た
と
き

は
、
す
み
や
か
に
万
剣
類
発
見
屈
を

発
見
場
所
を
管
轄
す
る
警
察
署
の
生

活
安
全
課
に
提
出
し
、
刀
剣
類
発
見

届
出
済
証
の
交
付
を
受
け
、
発
見
者

(
所
有
者
)
自
身
が
銃
砲
万
剣
類
を
持

参
し
、
登
録
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

{日
時
】

毎
月
第
三
水
曜
日
(
祝
日
の
場
合

は
翌
日
)

-
万
剣
類
午
後

一
時
j
午
後
四
時

・
銃
砲
類
午
後
三
時
j
午
後
四
時

現
在
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、
六
月
中
に
「
児
童
手
当
現
況

届
」
を
、
大
洲
市
福
祉
事
務
所
ま
た

は
各
連
絡
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
現
況
届
は
、
受
給
者
の
前
年

の
所
得
状
況
や
六
月
一
日
現
在
で
の

養
育
の
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
た
め

に
、
毎
年
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
も
の
で
す
。
期
限
内
に
現
況
届
を

提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
引
き
続
い

て
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、
六
月
分

以
後
の
手
当
の
支
払
が
停
止
さ
れ
ま

す
。
必
ず
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

現
況
届
に
必
要
な
書
類
な
ど
は
、

六
月
上
旬
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。

六
月
中
旬
を
過
ぎ
て
も
書
類
が
届
か

な
い
場
合
に
は
、
福
祉
事
務
所
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

現
在
の
児
童
手
当
の
受
給
要
件
は

{場
所
}

愛
媛
県
立
図
書
館
2
階
視
聴
覚
ホ
ー

ル
(
松
山
市
堀
之
内
)

宮

0
8
9
・
9
4
1
・
1
4
4
1

{持
参
す
る
も
の
】

V
万
剣
類
発
見
届
出
済
証
・
当
該

銃
砲
万
剣
類
・
印
鑑
・
身
分
証

明
書
(
運
転
免
許
証
、
健
康
保

険
証
な
ど
)
・
手
数
料
一
件
に

つ
き
五
九

O
O
円
(
登
録
証
再

交
付
手
数
料
は
三
0
0
0
円
)

※
銃
砲
万
剣
類
は
発
見
時
の
状
況

の
ま
ま
持
参
の
こ
と
。

{お
問
い
合
わ
せ
}

愛
媛
県
教
育
委
員
会

文
化
財
保
護
課

宮

0
8
9
・
9
3
4
・
3
2
2
9

次
の
と
お
り
で
す
。
要
件
に
該
当
す

る
人
で
、
ま
だ
手
当
の
申
請
を
し
て

い
な
い
人
は
、
福
祉
事
務
所
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

〈受
給
要
件
〉

三
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
こ
と
。

※
た
だ
し
、
所
得
が
一
定
額
以
上
の

人
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

※
公
務
員
の
人
は
、
勤
務
先
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
福
祉
事
務
所
庶
務
係

ま
で
。告

(ω
2
1
1
1
(
内
線
1
8
8
)

地
域
保
育
セ
ン
タ
ー
活
動
事
業
と

し
て
、
平
成
二
年
度
か
ら
制
度
化
さ

れ
、
実
施
し
て
い
る
一
時
的
保
育
事

業
を
今
年
も
大
洲
乳
児
保
育
所
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
保
護
者
の
労
働
・

職
業
訓
練
・
就
業
な
ど
の
た
め
に
、

原
則
と
し
て
、
平
均
週
三
日
を
限
度

と
し
て
継
続
的
に
家
庭
保
育
に
支
障

が
生
じ
た
場
合
、

一
日
を
単
位
と
し

て
、
大
洲
乳
児
保
育
所
で
お
子
さ
ん

6 

パ
ソ
コ
ン
通
信
「
ひ
ば
り
ネ
ッ
ト
」

を
実
施
し
て
い
る
肱
川
流
域
グ
リ
ー

ン
ト
ピ
ア
構
想
事
業
化
推
進
協
議
会

で
は
、
六
月
十
五
日
よ
り

一
カ
月
間
、

次
の
と
お
り
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開
講

し
ま
す
。
受
講
を
希
望
す
る
人
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

{内
容
}

V
初
級
コ

l
ス
(
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
町
)

毎
週
月
・
水
曜
日

午
後
二
時
j
午
後
四
時
三
十
分

V
中
級
コ

1
ス

(イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
)

毎
週
火
・
金
曜
日

午
後
七
時
三
十
分
j
午
後
十
時

を
お
預
か
り
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
保
護
者
の
傷
病
・
災

害
・
出
産
な
ど
の
社
会
的
に
や
む
を

得
な
い
事
由
に
よ
り
緊
急
・

一
時
的

に
家
庭
保
育
が
で
き
な
い
場
合
に
も

預
か
っ
て
保
育
し
て
い
ま
す
。

O
対
象
児
童

0
才
児
か
ら
就
学
前

児
童

O
保
育
時
間

八
時
三
十
分
か
ら
十

七
時
ま
で

平
日
は
七
時
三
十
分
か
ら
十
八
時

ま
で
、
土
曜
日
は
七
時
三
十
分
か
ら

十
七
時
ま
で
延
長
保
育
も
可
能
で
す
。

O
利
用
料
一
人
に
つ
き

一
日
千
円

利
用
し
た
い
人
は
、
大
洲
乳
児
保

育
所
(
宮
@
4
4
1
8
)
ま
た
は
、

大
洲
市
福
祉
事
務
所

(
宮
@
2
1
1

1
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【開
催
場
所
}

フ
ラ
ワ
ー
パ

l
ク
お
お
ず
(
西
大

洲
)
体
験
学
習
館
「
瀬
花
」
研
修
室

{
募
集
人
数
}

各
コ

1
ス
八
名
ま
で

{
受
講
料
}
無
料

{申
し
込
み
期
限
}

平
成
十
年
六
月
十
二
日
(
金
)

{申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
先
}

干

7
9
5
・
0
0
1
3

大
洲
市
西
大
洲
甲

一
七
五
二

グ
リ
ー
ン
ト
ピ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

宮

@
2
2
5
5

m
@
2
4
8
3
 

9 ご存じですか

一時的保育事業
く大洲乳児保育所〉



第e回大淵5ムュエi'ト弓イ?スロ〉大会

、出に夏休尋

あなたも参加してみませんか f

6月号広報ああず '98

大
洲
大
会
は
、
初
心
者
の
人
で
も
参
加
で
き
る
大
会
で

す
。
ス
イ
ム
は
歩
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
バ
イ
ク
は
通
学

用
の
自
転
車
で

O
K、
ラ
ン
も
マ
イ
ペ
ー
ス
で
結
構
、
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

...... ... ......... ......※...... /'、
A 参 ・ス中・ス 小 競グ肱 開 検前 平 開 募
タ 加 ライ学ライ学技ラ 川催 査日 成 催集
イ 資 ンム生ンム生内ウ・ 場・ の午 十日 要
プ 格 4 4~2 2~ 容ン肱 所 競八前年 時 項
は】 kmOBkmOA-ド川 }技日九八--
小 Oタ Oタ 緑説ω時 月
学 m イ m イ 地 明はス九
四 ・プ ・プ 公が受夕 日
年 パ ) パ ) 園あ付 1(日)
i イ イ ・り・ ト
六クク 多ま自
年 10 6 目 す転

km km 的 。車

B
タ
イ
プ
は
中
学

一
年
i
三
年

(健
康
な
男
女
で
完
走
す
る
自
信

の
あ
る
人
)

【定
員
}

百
五
十
人
程
度

(
A
-
B
タ
イ
プ

計
)
参
加
申
込
み
多
数
の
場
合
は

選
考
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

【参
加
料
}

一
人

千

円

【申
し
込
み
受
付
期
間
}

六
月
一
日
j
六
月
三
十
日
ま
で

{申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先
}

大
洲
市
教
育
委
員
会
内
ジ
ュ
ニ

ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
実
行
委
員
会
事

務
局
/
大
洲
市
大
洲
六
九

O
ー一

宮

0
8
9
3
・
2
4
・
2
1
1
1

(
内
線
5
5
2
・
5
5
3
)

V第 4回ジュニアトライアス口ンのコース

スコ

吉

ン
畑

本

ラ

2
F

会

~
周

N
J
パ
T
l
l
a
大

ク

1
イ

スイムコース
1周 0.2陥

( 

勤労青少年ホームの

_<t..圃ι

企ジャッ クと豆の木を熱演中

のヘソ太郎のメ ンバー

場の‘‘. 
E
L
V
 

憩の年少車
問〆、働

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
は
、
「
自
分

ら
し
さ
で
注

品
を
キ
ャ

ッ
チ

明

日

を
つ
く
る
若
者
の
力
」
を
ス
ロ

ー
ガ

ン
に
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

V
こ
ん
な
と
き
は
ホ
ー
ム
へ
ど
う
ぞ

・
く
つ
ろ
ぎ
た
い
と
き

-
何
か
を
習
い
た
い
と
き

-
趣
味
を
伸
ば
し
た
い
と
き

.
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
い
と
き

-
友
達
や
仲
間
が
ほ
し
い
と
き

-
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
社

会
参
加
が
し
た
い
と
き

-
何
か
相
談
ご
と
が
あ
る
と
き

V
こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す

〈
毎
週
行

っ
て
い
る
ク
ラ
ブ
・
サ
ー

ク
ル
活
動
〉

O
空
手
(
芦
原
会
) 内案

-眠

、ー
火
・
木
曜
日

O
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

O
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

O
人
形
劇
「
へ
そ
太
郎
」

〈
学
習
(
教
養
)
講
座
V

O
華
道
教
室
(
池
坊
会
)

第
1
・
第
3
水
曜
日

O
茶
道
教
室
(
裏
千
家
)

第
2
・
第
4
水
曜
日

第
2

・
第
4
木
曜
日

木
曜
日

木
曜
日

金
曜
日

O
料
理
教
室

【
開
館
日
】

月
j
金
曜
日
十
三
時
j
一
一十

一
時

{
休
館
日
}

土
・
日
・
祝
祭
日
及
び
年
末
年
始

※
詳
し
く
は
、
勤
労
青
少
年
ホ
l
ム

(中
央
公
民
館
四
階
)
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

@
3
1
6
1

郷
土
の
歴
史
・
自
然
を
学
び
ま
せ
ん
か
?

博
物
館
で
は
、
平
成
十
年
度
ふ
る

さ
と
見
開
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
こ
の
講
座
は
、
現
地
研

修
や
体
験
学
習
を
通
し
て
郷
土
の
歴

史
・
自
然
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

一
本
年
度
の
予
定
}

O
野
草
調
理
の
実
習

o
伊
予
市
の
歴
史

O
肱
川
の
人
々
の
知
恵

O
秋
の
瓶
ケ
森

O
パ
l
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

o
し
め
縄
づ
く
り

{
募
集
期
限
}
六
月
二
十
日
出

【
会
費
}
実
費

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
}

大
洲
市
立
博
物
館
宮

@
4
1
0
7

nr 

7 



6月号広報おおず '98

大
洲
市
は
、
市
制
施
行
五
十
周
年
を
迎
え
る
平
成
十
六
年

(
二
O
O
四
)
を
目
指
し
て
、
大
洲
城
本
丸
跡
に
、
天
守
閣
と
、

現
存
す
る
台
所

・
吉
岡
欄
両
櫓
を
結
ぶ
多
聞
櫓
を
復
元
す
る
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
大
洲
城
に
関
す
る
写
真
や
資
料
な
ど

を
お
持
ち
の
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー

に
対
し
て
の
ご
意
見
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
商
工
観
光
課
ま
ち

づ
く
り
対
策
係
宮

@
2
1
1
1
(
内
線

2
2
2
)

大
洲
城
史
料

ひ
な
が
た

天
守
雛
形

U
v
 

今
月
号
も
市
立
博
物
館
蔵
の
雛
形

の
紹
介
を
し
ま
す
。

V
古
写
真
で
は
、
一
、

二
、
三
の
各

重
に
破
風
が
あ
る
が
、
雛
形
で
は
、

初
層
・

二
重
の
屋
根
に
は
据
破
風

が
無
く
、
そ
れ
ら
を
取
り
付
け
て

い
た
痕
も
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
。

三
重
屋
根
に
は
四
方
に
据
破
風
が

、
あ
る
が
、
よ
く
み
る
と
柱
に
取
り

付
け
た
垂
木
部
分
だ
け
が
当
初
で
、

前
に
出
た
部
分
は
後
に
付
け
加
え

た
と
み
ら
れ
る
。
雛
形
で
は
破
風

を
省
略
し
た
の
だ
と
み
ら
れ
て
き

た
が
、
そ
の
解
釈
は
正
し
い
か
問

惨事F
れ大 '
る津 ヤム
彦城 ìT~'"
根の
i成吉 、
。材 h

-..，，.. 
ー一弘
、ど

三で
階つ
にく
火ら
灯れ
窓た

2と

モゎ

国守22 第

題
で
あ
る
。
古
写
真
で
は
二
階
の

窓
は
火
灯
窓
に
な
っ
て
い
る
が
、

雛
形
の
よ
う
に
破
風
が
な
い
ほ
う

が
火
灯
窓
は
連
続
し
て
美
し
い
し
、

実
際
そ
の
例
は
、
近
江
大
津
城
天

守
と
し
て
存
在
し
た
(
現
存
彦
根

城
天
守
は
そ
の
大
津
城
天
守
の
古

材
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
)
O

V
構
造
の
中
心
と
し
て
の
通
柱
が
平

面
中
央
よ
り
北
寄
り
に
存
在
す
る

の
が
、
こ
の
天
守
の
特
徴
の
ひ
と

つ
で
あ
る
が
、
中
心
柱
の
材
は
一

本
で
な
く
、
上
下
二
本
に
分
か
れ

て
い
る
。
そ
の
下
の
方
の
柱
に
載

る
大
梁
は
断
面
円
形
だ
が
、
そ
の

上
に
直
交
す
る
梁
材
に
は
大
き
い

横
長
矩
形
断
面
の
材
の
た
め
の
仕

口
が
作
ら
れ
て
い
る
。
大
梁
は
四

聞
な
け
れ
ば
構
造
上
十
分
で
な
い

の
が
、
途
中
で
切
ら
れ
て
い
る
点

(
雛
形
断
面
図
参
照
/
広
報
五
月

号
十
二
ペ
ー
ジ
)
も
注
目
さ
れ
、

雛
形
は
設
計
変
更
が
あ
っ
た
こ
と

を
形
と
し
て
止
め
て
い
る
と
み
ら

れ
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
修
理
の
際

に
作
ら
れ
た
も
の
と
い
う
よ
り
、

建
築
当
初
の
も
の
で
あ
る
(
な
い

し
は
移
築
の
際
の
も
の
で
あ
る
)

可
能
性
が
大
き
い
。

V
雛
形
の
示
す
と
こ
ろ
で
は
、
中
心

柱
の
北
西
部
分
の
二
階
の
床
を
設

け
ず
、
吹
き
抜
け
の
よ
う
な
空
間

を
作
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
本
天
守

の
特
徴
の
ひ
と
つ
に
挙
げ
ら
れ
る

が
、
中
心
柱
を
見
せ
る
意
図
が
あ
っ

て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
信
長
の
岐

阜
城
山
頂
に
建
設
し
た
天
守
は
、

三
重
の
層
塔
式
で
、

一
・
二
階
の

中
心
に
通
柱
が
あ
り
、
ま
た

一
階

に
は
、
中
二
階
が
存
在
し
て
吹
き

抜
け
の
よ
う
な
空
間
を
つ
く
っ
て

い
た
。
大
洲
の
天
守
と
の
関
係
が

注
目
さ
れ
る
。

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
本
雛
形
は
、

大
洲
の
天
守
の
規
模
、
主
要
構
架
の

大
要
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
天

守
復
元
の
重
要
な
資
料
で
あ
る
と
い

え
る
。
各
地
の
城
の
中
に
は
、
も
っ

と
精
密
な
天
守
雛
形
が
残
っ
て
い
る

も
の
も
あ
る
が
、
大
洲
城
の
場
合
、

古
写
真
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
は
互

い
に
補
い
合
い
、
天
守
を
復
元
す
る

う
え
で
実
に
貴
重
な
資
料
と
な
る
。

従
来
の
雛
形
に
よ
る
復
元
案
は
、

前
述
し
た
よ
う
に
高
さ
方
向
の
推
定

に
も
、
柱
聞
の
推
定
、
階
段
の
位
置

や
間
取
り
の
推
定
な
ど
に
関
し
て
も

誤
り
を
含
む
。
製
作
時
期
の
確
定
な

ど
は
今
後
の
課
題
と
な
る
。

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

人
権
知
識
を
人
権
意
識
に

い

ま

も

ん

だ

い

吟
、
わ
た
し
た
ち
は
い
以
権
問
施

円滑
に
同
和
問
題
)

こん
の
ん講
演
捨
許
研

浸

透

ワら
に
噛
厄
懇
談
仏
定
数
は
ず
い

の
学
習
会
に
参
加
し
、
熱
心
に
活
動

さ
く
ね
ん

を
し
次
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
昨
年

一
年
周

へrr汰
州
市
で
は
四

一
O
回
の

研
修
、
勉
強
会
が
あ
り
、
お
よ
そ

一

万
八
千
七
百
人
の
人
が
こ
れ
に
参
加

し
、
勉
強
を
し
げ
に
ついげ
ま
歩
。

と
こ
ろ
が
、

一
歩
、
研
修
会
、
勉

そ

と

ま

な

強
会
の
外
へ
出
る
と
、
こ
れ
ら
の
学

あ
え
ま

ん
だ
知
識
が
す
べ
て
「
頭
の
中
」
に

し
ま
い
こ
ま
れ
て
し
ま
い
が
ち
に
な
っ

げ
ん
じ
よ
う

て
い
る
の
が
現
状
の
よ
う
で
す
。

み

こ
れ
ら
は
、

「
人
権
意
識
」
を
身

に
つ
け
た
の
で
は
な
く
て
「
人
権
知

識
」
を
身
に
つ
け
た
こ
と
に
な

っ
て

し
ま
い
ま
す
。

た

に

ん

し

て

き

そ
う
す
る
と
、
他
人
か
ら
指
摘
さ

れ
る
か
、
何
か
の
き

っ
か
山
山
知
坊
っ

て
加
じ
め
て
「
頭
の
中
の
教
科
書
」

が
聞
か
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
人
権
意
識
と
し

、て
育
つ

A
H

，A
4
M
ノ
¥

て
い
な
い
し
、
人
権
意
識
が
感
覚
の

一
部
に
な

っ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
目

し
ん
カ
lv

お
こ
な

的
制
で
人
権
担
害
ザ
行
わ
れ
で
も
、

気
付
か
ず
に
通
り
過
ぎ
て
し
ま
い
か

ね
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
う
い
う
こ
と
で
は
、
い
く
ら
熱

ひ
と
，
一
と

心
に
学
ん
で
も
、
人
権
感
覚
は
人
々

に
正
し
く
身
に
つ
き
ま
せ
ん
。
人
々

の
中
に
人
権
に
関
す
る
知
識
が
ど
ん

8 

No236 

人
権
と
同
和
教
育

ひ
ろ

ど
ん
広
が
っ
て
も
、
そ
れ
が
意
識
と
し

て
い
湾
出
さ
な
け
れ
ば
、
社
会
に
人

権
尊
重
の
意
識
は
広
が
り
ま
せ
ん
。

ま
ん
い
ん
で
ん
し
ゃ

た
と
え
ば
、
満
員
電
車
、
パ
ス
の

こ
う
れ
b
し

ゃ

し

よ

う
A
M

U

ゆ
ず

中
で
高
齢
者
や
障
害
者
に
席
を
譲
る

ま

ち

こ

ま

く

る

ま

U

す

こ
と
や
街
庁
困

つ
て
い
る
車
椅
、伊
の

人
に
手
を
貸
す
こ
と
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
は
、
席
は
譲
り
た
い
、
車

椅
子
に
手
を
貸
し
た
い
が
ち
ょ

っ
と

恥
ず
か
し
い
し
、
ま
わ
り
も
気
に
な

る
人
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
自

ぜ

ん

か

ら

だ

う

ご

然
に
体
が
動
い
て
、
さ

っ
と
席
を
譲

り
、
車
椅
子
に
手
を
掛
け
て
い
る
人

で
し
ょ
う
か
。

日
本
人
は
、
「
わ
か
っ
ち

ゃ
い
る

が
体
が
さ
つ
と
動
か
な
い
」
と
い
う

人
が
多
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
西
洋
人

は
小
さ

や山
守

ど
も
の
頃
片
山

U
X
唯

一局
一
識
が
養
わ
れ
、
そ
ん
な
教
育
を
家

庭
で
、
社
会
で
受
け
て
い
る
と
言
わ

凶
作
児
い
ま
す
。
こ
れ
が
、

「
人
権
の

下
地
」
と
言
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
の

「下
地
」
作
り

の
た
め
に
、
わ
た
し
た
ち
は
、
い
ろ

い
ろ
と
研
修
や
勉
強
を
続
け
て
い
る

わ

判

在

日

う

て

ま

て

横
断
歩
道
手
前
の
点
字
ブ
ロ

ッ
ク

も

ん

く

が
じ
ゃ
ま
に
な
る
と
文
句
法
言
う
人

よ
り
、
な
ん
と
心
の
行
き
届
い
た
歩

道
が
で
き
て
よ
か

っ
た
と
思
う
こ
と

め
で
き
る
人
ば
か
り
に
な
る
こ
と
を

+れ
A

M

r

d
r
-

願
っ
て
こ
れ
か
ら
も
勉
強
を
続
け
た

い
も
の
で
す
。
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4月15日体)砂

「ポスト愛護週間J 12 
ち怠んで、大洲保育所園

児と保母さんらti<lポスト

の清掃さ行いまじだ。園

児Lう ff代わ~tJ'<:わ3ぞう

きんがけす3と、見3間

12真っ赤ちポストがよみ

がえ，L.jまじだ。これtt'う
ち;t\'ストき大切!之レ~レ

ょうね/

‘4月11日出
南久米小学校区で大洲市交通安全総点検が行われま

した。児童・保護者Lう65人n参加し、実際12通学路定

歩き怠n'う、日ご3子どちだちn感じでい3危険箇所

き点検レ~レだ。

"'4月5日(日)

春風の吹く肱川緑地公園き会場!こ、桜まつり剣道大

会n開催され、小さち剣士だちが熱戦き繰り広げ示レ

‘4月8日(金)
新谷の山口トンネ/レの貫通式が行

われましだ。(四国縦貫自動車道伊予

一大洲聞のトンネ/しで最初の貫通)

関係者Lう約60人ff出席、桝田市長と

浜野大洲工事事務所長ff発破のスイ

V千き押レ、貫通さ祝いまじだ。

4月11B(:t)惨

市内の50歳代の音楽仲間で結成さ

れだポラシティ?バンド「メロヂイ

ーズ・ナインJ ff老人保健施設フレ

シドで初の演奏会。演歌ヤフ懐ttレい

曲~次々と披露じました。

‘4月15日同
6月1日の?ユ漁解禁

( 

lこ向けて、稚?ユの放流 / 

n行われまレだ。己れ16 、
肱川漁協nこの時期!こ毎

<114月23日休)

己の春、市内の事業所12就職

レた 215人の新社会人き激励す

~ I新就職者激励大会Jn開TTt
れまレだ。 138人の出席者き代

表レで、藤j霊宣忠さんと村田加

菜子さんn社会人とレての決意

き述べましだ。

4月29日体)砂

第4回市民の森記念植樹n富

士山で行われましだ。今年16誕

生、結婚怠どの慶事の記念l之、

20本のキンモワセイn植え"うれ

~レ定。

年実施しでい3ちので、

今年ち肱川|水系全域で40
万匹n放流されまじた。
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最近の各種選挙における投票率は低下傾向にあります。

このようなことから、有権者の方々がより投票しやすい環境を整えるた

め、投票時間の延長、不在者投票制度の改善などを内容とする公職選挙法

の一部が改正されました。

主な改正内容は、次のとおりです。

・投票時聞が延長され、午後 8時までとなります0

・不在者投票の時聞が午後8時までとなります。

・不在者投票が認められる事由が緩和され、例

えば次のような方も不在者投票ができるよう

になります。

o自営業の方などや、冠婚葬祭などの予定が

ある方

oレジャーや買い物などの私用で、投票日に ¥，":: 
投票区域にいなし1方 ¥ ¥.' 

oヲ|つ越しなどをして、他の市町村に住んでいる方、¥可

これらの改正内容は、平成10年6月1日かう施行¥¥

されます。 '-

なお、詳細については、選挙管理委員会にお問い

合わせくださいo ft@2111 (内線325)

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

三
月
三
十
一
日
分
ま
で
(
敬
称
略
)

金

一
封
(
え
ひ
め
生
協
ま
つ
り
バ
ザ
ー

売
上
金
)
徳
森
え
ひ
め
生
協
福
祉
グ

ル
ー
プ

金

一
封
(
寄
付
金
)

中

村

中

野

正

光

金

一
封
(
第

一
回
福
祉
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

カ
ラ
オ
ケ
大
会
収
益
金
の

一
部
)

若
宮
む
ら
か
み
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ

一
同
十
五
名

(
指
定
配
分
)

金

一
封
(
肱
南
地
区
社
協
・
市
社
協

へ

)

大

洲

菊

地

弘

角
V
T
U偽
V
合
U
A
V安
HV
内
V
脅

ω円
V
宵

HW
内
U
実
uw
内
V
宥
U
内
V
安
U
内
V
宥

ω

金
一
封
(
八
多
喜
地
区
社
協
へ
)

米

津

大

西

紘

一

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平
野
町

横

畑

照

徳

(
物
品
の
口
座
)

紙
オ
ム
ツ
ほ
か
六
十
九
枚
(
寝
た
き
り

老

人

へ

)

大

洲

道

後

要

「
平
成
九
年
四
月

一
日
か
ら

平
成
十
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
」

累

計

額

九

四

九

万

四、

一
七
二
円

内

指

定

配

分

六

五

五

万

五

九

円

あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

一『デ

)

ヲベ

ロu

屯
E
-
d
'

fl
t

し
ビ

日

か
-
一

問

う

殴

B

市

大
洲
の

「、
っ
か
い
」
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
年
間
約
二

万
人
の
お
客
様
に
利
用
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
う
か
い
登
録
庖
組
合

で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
、
で
っ
か
い
市
民
サ
ー

ビ
ス
デ
ー
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
今

年
は
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、

ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【日
時
】
六
月
七
日
間

十

九

時

i

二
十
一
時
(
小
雨
で
も
実
施
、
ダ

ム
放
流
の
場
合
は
中
止
)

【乗
船
場
所
】
う
か
い
レ
ス
ト
プ
ラ

ザ
ま
た
は
如
法
寺
河
原

【
利
用
金
額
】

一
人
五
千
円

(
船
代
、
料
理
代
、

酒
ま
た
は
ジ
ュ

ー
ス
一
本
)

{
申
込
要
領
}

V
大
型
船
は
十
四
人

以
上
、
小
型
船
は
七
人
以
上
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
V
少
人
数

の
場
合
は
乗
り
合
い
船
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
V
乗
り
合
い
船
は
飲

み
物
の
持
ち
込
み
自
由
で
す
。

※
大
型
船
(
十
八
人
乗
り
)
五
隻
、

小
型
船
(
十
人
乗
り
)
四
十
隻
を

準
備
し
て
い
ま
す
。
定
数
に
な
り

し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。

【申
込
先
】
大
洲
市
観
光
協
会
包
@

2
6
6
4
ま
た
は
う
か
い
登
録
庖

/
乗
り
合
い
船
の
申
込
先
・
・
・研
家

8
@
2
0
2
9
 

平
成
十
年
度

生
涯
学
習
講
座
ご
案
内

ー
会

員

募

集

|

大
洲
市
立
図
書
館

-
回

5
月
幻
日
(
水
)

2
回

6
月
但
日
(
水
)

古
文
書
解
読
大
洲
藩
御
触
書

講

師

芳

我

一
章
先
生

3
回

7
月
詑
日
(
水
)

郷

土

の

偉

人

吟

聖

山
田
積
善

講

師

村

上

恒

夫

先

生

4
回

8
月
初
日
(
水
)

郷
土
の
歴
史講

師

澄

田

恭

一

先

生

5
回

9
月
初
日
(
水
)

6
回
目
月
幻
日
(
水
)

郷

土

の

偉

人

武

田

成

章

講

師

上

杉

潤

先

生

7
回
日
月
白
日
(
水
)

文
学
手
づ
く
り
文
庫
に
つ
い
て

講

師

佐

川

敬

先

生

8
回

1
月
幻
日
(
水
)

9
回

2
月
白
日
(
水
)

叩
回

3
月
η
日
(
水
)

古
文
書
解
説
大
洲
藩
御
触
書

講

師

芳

我

一

章

先

生

女
場
所
大
洲
市
立
図
書
館

大
時
間
午
前
9
時
叩
分
j

U
時
叩
分

大
会
費
無
料

(
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
図
書
館

へ
包
@
ー
4
4
1
9
)

館童日図

七
月
の
新
刊
案
内

図
書
館
情
報
学
入
門
藤
野
幸
雄
・

他
著

ゼ
ロ
か
ら
考
え
る
発
想
法
竹
村
健

一
著

中
国
歴
史
文
化
事
典
孟
慶
遠
・
他
編

日
本
超
古
代
王
朝
と
シ
ユ
メ
l
ル
の
謎

10 

岩
田
明
著

古
代
エ
ジ
プ
ト
の
女
性
た
ち

Z
-
ハ
ウ
ス
著

親
子
の
民
宿
マ
ガ
ジ
ン
ト

ッ
プ
編

恥
と
無
駄
の
超
大
国
・
日
本落

合
信
彦
著

都
道
府
県
別
デ
1
タ
ブ
ッ
ク

P
H
P

昭
和
・
平
成
家
庭
史
年
表
下
川
歌
史
編

児
童
福
祉
法
平
成
叩
年
版
中
央
法
規

比
較
情
報
文
化
年

表

小

成

隆

俊

編

医
療
化
社
会
の
文
化
誌
新
村
拓
著

病
院
で
受
け
る
検
査
が
わ
か
る
本
法
研

ヒ
フ
の
悩
み
Q
&
A

美
馬
道
夫
著

お

つ

ま

み

で

乾

杯

岩

城

道

子

著

規
制
緩
和
と
サ
ー
ビ
ス
事
業飯

盛
信
男
著

俳

画

の

描

き

方

竹

中

碧

水

史

著

音
楽
の
つ
つ
ま
し
い
願
い

中
沢
新

一
・
他
著

メ
ダ
ル
へ
の
伴
走
者
石
田
雄
太
著

語

学

王

韓

国

語

塩

田

今

日

子

著

母

住

井

す

ゑ

増

田

れ

い

子

著

小

林

秀

雄

前

田

英

樹

著

美

に

生

き

る

高

村

光

太

郎

著

藤

沢

周

平

論

中

島

誠

著

競

漕

海

域

佐

藤

茂

著

月
光
の
東

宮
本

輝

若

尾
張
春
風
伝
上
・
下
清
水
義
範
著

す

い

か

の

匂

い

江

園

香

織

著

徳

川

五

代

将

軍

薪

藤

吉

見

著

最

後

の

吐

息

星

野

智

幸

著

海
を
渡
っ
た
愛
と
殺
意
西
村
京
太
郎
著

遊

園

地

の

木

馬

池

内

紀

著

リ
ン
ボ
ウ
先
生
遠
め
が
ね
林
望
著

イ

ン

ド

遁

遥

ア

ジ

ア

ク

ラ

ブ

編

黒
衣
の
三
姉
妹

N
・
ジ
l
ロ
ル
ド
編

見
え
ざ
る
神
々
の
島

B
・
オ
ク
リ
著

ア
メ
リ
カ
ン
・
タ
ゃ
フ
ロ
イ
ド
上
・
下

J
・
エ
ル
ロ
イ
著

図

書

館
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六
月
は

男
女
雇
用
機
会
均
等
月
間

労
働
省
で
は
、
毎
年
六
月
を
「
男
女

雇
用
機
会
均
等
月
間
」
と
定
め
、
雇
用

に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
と
待
遇

の
確
保
に
つ
い
て
、
労
使
を
は
じ
め
社

会
一
般
の
認
識
と
理
解
を
深
め
る
た
め

の
活
動
を
全
国
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
て
、
愛
媛
女
性
少
年
室

で
は
次
の
よ
う
な
行
事
を
行
い
ま
す
o

v職
場
の
均
等
推
進
セ
ミ
ナ
ー

女
性
労
働
者
に
関
す
る
講
演
や
説
明

な
ど
。

【
日
時
】
平
成
十
年
六
月
十
八
日
同

十
三
時
三
十
分
j

【場
所
】
東
京
第

一
ホ
テ
ル
松
山
2

F

コ
ス
モ
ホ

l
ル

【
対
象
】
事
業
主
、
人
事
担
当
者
な
ど

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
女
性
少
年
室

一T
7
9
0
1
0
8
0
8

松
山
市
若

草
町
4

3

松
山
若
草
合
同
庁
舎

8
0
8
9
・
9
3
5
・
5
2
2
2

※
ま
た
、
愛
媛
女
性
少
年
室
で
は
「
女

子
学
生
の
就
職
問
題
に
関
す
る
相
談
窓

口
」
を
設
置
し
、
就
職
活
動
に
お
け
る

男
女
の
均
等
取
扱
い
に
関
す
る
問
題
に

n25-2944 

ネ土

所

合 26-0537

業

工

電

鉄保

戸城

久

6月6日出

つ
い
て
、
女
子
学
生
か
ら
の
相
談
を
常

時
、
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
皆
さ
ん

横
の
つ
な
が
り
作
り
ま
せ
ん
か

愛
媛
県
下
に
は
、
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
が
あ
り
、

他
市
や
町
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

協
議
会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

数
は
二
十
を
か
ぞ
え
、
約
五
百
団
体
、

約
四
万
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
加
盟
し

て
い
ま
す
。

大
洲
市
で
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
横
の
つ
な
が
り
を
持
た
せ
よ
う
と
、

去
る
四
月
十
八
日
、

七
団
体
が
集
ま
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
準
備
会
を

開
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
準
備
会
を
重

ね
な
が
ら
、
よ
り
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
賛
同
を
得
て
、
大
洲
市
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
を
発
足
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
関
心
の
あ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
、
加
盟
し
た
い
団
体
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、

二
回
目
の
準
備
会
は
六
月
二

十
日
出
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

【
連
絡
先
】
大
洲
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連

絡
協
議
会
準
備
会
事
務
局
田
中

合

@
5
7
1
7

所

(有)南予水道住設

佐

n25-1350 

n24-4410 

n24-4519 

設備

n24-0783 

庖

(有)星加水道設備

工

道

側土居鉄

ノ

水

サ

藤

ア(有)

6月7日(日)

6月13日出

6月14日(日)

四
国
ハ
イ
ウ
ェ
イ

人
い
き
い
き
夢
ロ
ー
ド

J
H
(日
本
道
路
公
団
)
四
国
支
社

で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ホ
ー

ム
ペ

l
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。
四
国
の

高
速
道
路
の
最
新
情
報
や
通
行
料
金
、

沿
線
情
報
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
ア
ク
セ
ス
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

ア
ド
レ
ス

F
3
?と
当
若
者

-E
ロ
-

]
名
曲
ロ
1Y
H
m
y
d
E可
問
。
]
日

UE
Y
H
r
o
E
¥

不
法
電
波
を
追
放
し
よ
う

電
波
利
用
保
護
旬
聞
は

六
月

一
日
1
十
日

皆
さ
ん
は
不
法
電
波
に
悩
ま
さ
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
電
波
利
用
が

増
大
す
る
中
で
、
依
然
と
し
て
、
ハ
イ

パ
ワ
l
市
民
ラ
ジ
オ
な
ど
に
よ
る
電
波

障
害
が
後
を
絶
た
ず
、
特
に
最
近
は
、

消
防

・
救
急
無
線
、

警
察
無
線
な
ど
に

妨
害
を
与
え
る
ケ
l
ス
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
妨
害

か
ら
放
送
受
信
者
や
電
波
利
用
者
を
保

護
し
、
良
好
な
電
波
利
用
環
境
を
整
備

す
る
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

n26-0020 

(槻

含 24-5351

n24-5914 

備

n25-4023 

庖

業

n25-0901 

設

商

工

設

建

電

フ民

*本

田

丸

甲

(有)

上

徳

滝

6月20日出

6月21日(日)

な
お
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
受
信
障

害
な
ど
を
受
け
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る

よ
う
で
し
た
ら
、
郵
政
省
四
国
電
気
通

信
管
理
局

8
0
8
9
・
9
3
6
・
5
0

5
1
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

調
d
E

土
砂
災
害
に
対
す
る
準
備

で
き
て
い
ま
す
か
?

今
年
も
間
も
な
く
、
梅
雨
の
季
節
を

迎
え
ま
す
。
こ
の
時
期
は
長
雨
や
集
中

豪
雨
に
よ
り
、
が
け
く
ず
れ
や
地
す
べ

り
、
土
石
流
な
ど
の
土
砂
災
害
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
災
害
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ

た
め
、
次
の
よ
う
な
対
策
を
立
て
て
お

品
C
幸
子
し
よ
ろ
ノ
。

V
付
近
の
谷
川
や
水
路
に
ご
み
な
ど
が

詰
ま
っ
て
い
な
い
か
点
検
し
、
詰
ま

り
が
あ
れ
ば
取
り
除
く
。

V
家
の
周
囲
に
土
砂
崩
れ
な
ど
の
起
こ

る
危
険
な
箇
所
が
な
い
か
点
検
し
、

異
状
が
あ
れ
ば
市
や
消
防
署
へ
連
絡

す
る
な
ど
危
険
防
止
対
策
を
と
る
。

庖

n26-0265 
吾川a
員又

n24-3783 

n24-2583 

闘 い の水道建設

n24-2216 

設

淳 山水道 工事庖

道

建

住

7k 

原

屋

田

予

(有)

西

伊

6月27日出

6月28日(日)

合 24-2541

V
万

一
に
備
え
、
家
族
で
避
難
場
所
を

決
め
て
お
き
、
非
常
持
ち
出
し
品
を

準
備
す
る
。

V
天
気
予
報
や
災
害
情
報
に
注
意
し
、

早
め
の
避
難
を
心
が
け
る
。

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V
お
お
ず
赤
煉
瓦
館
版
画
教
室

作
品
展

6
月
2
日
ω
j
6
月
H
日
刷

V
酒
井

一
・
ミ
ド
リ
夫
婦
展

6
月
日
日
ω
1
6
月
回
目
刷

※
展
示
時
間
叩
時
j
口
時

最
終
日
は
日
時
ま
で

【
赤
煉
瓦
ク
ラ
フ
ト
倶
楽
部
】

今
年
度
、
お
お
ず
赤
煉
瓦
館
で
は
、

陶
芸
教
室
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
興
味

の
あ
る
人
、
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
含
@
1
2
8
1

月末までの

大洲市内の交通事故

4月末現在 昨年同期

件数 9 9 9 1 

負傷者 125 119 

死者 2 

4 

11 



目

a

-

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
利

用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
相
談
】
(
愛
媛
県
)

日
時

6
月
8
日

間

叩

時
j
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

日
時

6
月
ロ
日
間

日
時
j
日
時

場
所
市
役
所
五
階
会
議
室

【
人
権
相
談
】
(
法
務
省
)

日
時

6
月
日
日
開
叩
時
1
日
時

場
所
久
米
公
民
館

日
時

6
月
四
日
幽

叩
時
j

日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

【
心
配
ご
と
相
談
】

o
一
般
相
談
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

O
法
律
相
談
毎
週
火
曜
日

O
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談
宮
@
5
6
2
9
(
直
通
)

閉
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

時

間

日

時

i
u
時
、
日
j

M
時

場
所
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
相
談

室
(
市
役
所
別
館
二
階
)

【
家
庭
児
童
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所

【
行
政
相
談
】
(
総
務
庁
)

相
談
ご
と
案
内

i広報おおず '98

日
時

6
月
四
日
幽

9
時
1
ロ
時

場
所
市
役
所
二
階
会
議
室

急
ぐ
と
き
に
は

8
@
5
6
6
0
(政

所
)
ま
た
は
宮
@
4
2
9
4
(辻
)
ま
で

【
社
会
保
険
相
談
】

日
時

6
月
5
日
樹
、
四
日
同

日
時
j
v
m
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担
当
松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

【
同
和
問
題
に
関
す
る
何
で
も
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
隣
保
館
8
@
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
含
@
0
9
4
7

【
不
動
産
無
料
相
談
】

日
時

6
月
日
日
開

9
時

i
m時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

岡
上
田
喜
六
不
動
産

中
村
三
三
O
l
九
台
@
4
4
5
2

{
青
少
年
相
談
電
話
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

8
@
h
b
b
M
Vロ

【
ふ
れ
愛
ス
ク
ー
ル
相
談
電
話
】

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
に
関
す
る
ご

相
談
は
何
で
も
承
り
ま
す
。

日

時

毎

日
8
時
加
分
j
ロ
時

公

(ω
h
Y
4
n心

担
当
国
立
大
洲
青
年
の
家

【
定
期
税
務
相
談
】

|休日|急l患1診|療|
6月7日(日) 中塚内医院(西大洲)

ft24-0606 

大洲中央病院(東大洲)

6月14日(日)東大洲城戸眼(東犬洲)

ft24-1010 

ft24-4551 

担内湯日
当容所時

6
月
ロ
日
幽
叩
時
1
日
時

大
洲
商
工
会
議
所

税
金
に
関
す
る
こ
と
全
般

高
松
国
税
局
税
務
相
談
室
松
山

分
室

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

6
月
4
日
同

市
立
大
洲
病
院
叩
時
1
ロ
時

仙
味
エ
キ
ス

日
時
却
分
j
m
時
加
分

実
施
日

6
月
お
日

ω

大

洲

市

役

所

叩

時

1
ロ
時

日
時
j

m
時
泊
分

保健センターだより

告 24-3775
0乳幼児健康診断。

6月 2日ω 平成10年 1月生※

6月16日ω 平成 8年11月生

6月23日ω 平成 7年 5月生

受付時間 13:00~13:30 

実施場所大洲市保健センター

持参品母子手帳・アンケート・

パスタオル(※のみ)

010ヶ月児育児棺談。

6月 9日(刈平成 9年 8月生

受付時間 9 :30~ 10 : 00 

実施場所大洲市保健センター

持参品母子手帳 ・アンケート・

パスタオル

0健康相談・栄養相談。

6月22日(月)

10 : 00~ 12:00 、 13:00 ~ 15 : 00

実施場所大洲市保健センター

持参品健康手帳(予約制)

。成人病検診・がん検診のお知5せ0
6月17日(水)・ 18日(木)

実施場所大洲市保健センター

6月24日(水)

実施場所大洲市民会館

検診内容 成人病検診 ・結核検診・

肺がん検診・胃がん検

診・大腸がん検診・子宮

がん検診・乳がん検診

受付時間

0成人病検診

0結核検診

0肺がん検診

o胃がん検診

0大腸がん検診

o子宮がん検診 } 

0乳がん検診 | 

検診料成人病検診・結核検診は

無料です。肺がん検診の

略疾検査のみ400円です。

胃がん 900円

大腸がん 400円

乳がん 200円

子宮がん 700円

70才以上の人は無料です。

9 : 00 ~ 11:00 

13:00 ~ 14:00 

大洲中央病院(東犬洲)

大久保内医院(八多喜)

大洲中央病院(束力州)

6月28日(日) 浦岡医院(三の丸)

ft24-2024 

大掛|中央病院(東大洲)

ft24-4551 

合 26-1 131 

ft24-4551 

6月21日(日)
実
施
日

6
月
初
日
例

帝
京
第
五
高
校
叩
時
l
u
時

大
洲
ホ
l
ム
日
時
却
八
万
1
日
時

喜
多
医
師
会
病
院

，

日
時
叩
分

i
m時
加
分

日
時
叩
分
j
m
時
却
分

西
田
興
産

保

健

所

歯

科

相

談

V
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談

日
時

6
月
口
日
制

日
時
j
k
u
時

対

象

就

学
前
の
幼
児

(4
1
6
歳
)

内
容
歯
科
検
診
、
は
み
が
き
指
導
、

フ
ツ
ソ
塗
布
、
健
康
相
談
、

栄

養
相
談

※
い
ず
れ
も
予
約
が
必
要
で
す
。

大
洲
保
健
所
包
@
3
1
6
5

8:00~ 10:00 

13:00 ~ 13:30 

12 

ft24-4551 

[平日夜間の急患]

月 ・火曜日 市立大洲病院(西対}刊)

水

大洲中央病院(東犬洲)

まま 24 -2 151 

ft24-5101 

合 24 -4 5 5 1 

加戸病院(若宮)日

木~日曜日

曜

年

金

を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
ヘ

平
成
十
年
四
月
よ
り
年
金
額
が
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
ノ

老齢基礎年金 799， 500円

障害基礎年金(1級) 999，400円
( 2級) 799，500円

遺族基礎年金 1，029，500円

老 齢 年 金(叩年) 485，700円
( 5年) 413，400円

障害年金(1級) 999， 400円
( 2級) 799，500円

母 子 年 金 1，029，500円
遺 児 年 金 999，400円
老齢福祉年金 409，600円

年
金
の
支
払
に
関
す
る
お
知
ら
せ
は
、

年
一
回
に
な
り
、
平
成
十
年
六
月
に
平

成
十
年
度
分
の
、
各
支
払
日
及
び
支
払

額
を

一
括
通
知
し
、
八
月
以
降
は
通
知

さ
れ
ま
せ
ん
。

O
郵
便
局
窓
口
で
受
け
取
ら
れ
て
い
る

方
は
、
今
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
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